
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
期
待
と
課
題
（
第
17
回
）

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
計
画
の
現
状
と
東
北
で
の
推
進
活
動

岩
手
大
学
理
工
学
部
教
授
　
　
成
田
　
晋
也

２
０
１
７
年
11
月
、
国
際
将
来
加
速
器
委
員
会
に
お

い
て
、
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）
の
基
本

計
画
と
し
て
、
全
長
約
20
㎞
の
加
速
器
を
建
設
し
、
素

粒
子
物
理
学
の
枠
組
み
に
お
い
て
特
別
な
役
割
を
持
つ

ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
に
つ
い
て
詳
細
に
検
証
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
正
式
に
承
認
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
当
初
の
加
速
器
延
長
約
30
㎞
で
の

計
画
に
比
べ
、
建
設
コ
ス
ト
が
約
40
％
削
減
さ
れ
る
見

込
み
と
な
り
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進

し
た
。

今
後
は
、
建
設
候
補
地
で
あ
る
東
北
の
産
官
学
連
携

に
よ
る
推
進
活
動
の
一
層
の
強
化
と
と
も
に
、
建
設
に

お
け
る
地
域
課
題
の
具
体
的
な
検
討
が
さ
ら
に
重
要
と

な
る
。

本
稿
で
は
、
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
の
最
近
の
状

況
と
と
も
に
東
北
地
域
の
推
進
活
動
の
概
要
、
さ
ら
に

は
筆
者
の
所
属
す
る
岩
手
大
学
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
活
動
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
取
り
巻
く
国
内
外
の
情
勢

２
０
１
６
年
12
月
に
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
た

International W
orkshop on Future Linear 

C
ollider 

（
Ｌ
Ｃ
Ｗ
Ｓ
２
０
１
６
）
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
に

向
け
て
大
き
な
契
機
と
な
る
会
議
で
あ
っ
た
。

従
来
の
全
長
約
30
㎞
、
衝
突
エ
ネ
ル
ギ
ー
５
０
０

GeV

（
ギ
ガ
電
子
ボ
ル
ト
）
と
い
う
基
本
計
画
に
対
し
て
、

ま
ず
は
、
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
の
精
密
測
定
を
第
一
の
目
標

と
し
て
、
全
長
約
20
㎞
、
衝
突
エ
ネ
ル
ギ
ー
２
５
０

GeV

で
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
２
５
０
）、
コ
ス

ト
の
削
減
を
図
り
、
そ
の
後
、
そ
こ
で
も
た
ら
さ
れ
る

物
理
成
果
を
踏
ま
え
て
段
階
的
に
加
速
器
を
延
長
し
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
増
強
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
（
ス
テ
ー
ジ

ン
グ
）
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
距
離

の
延
伸
に
よ
り
衝
突
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
き
く
す
る
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
に
、
新
た
な
技
術
開
発
に
よ
り
加
速
勾

配
を
大
き
く
し
、
よ
り
効
率
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
増
強
を

シ
リ
ー
ズ

図
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
線
形
加
速
器
の
利
点
を
最

大
限
生
か
し
た
戦
略
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
、
研
究
者
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
２
５
０
の
物
理
的
成

果
の
意
義
を
検
証
し
、
そ
の
結
果
、
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
の

振
る
舞
い
を
多
角
的
か
つ
精
密
に
調
べ
る
こ
と
で
宇
宙

の
成
り
立
ち
や
進
化
の
解
明
が
大
き
く
進
み
、
さ
ら
に

は
、
現
在
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
暗
黒
物
質
の
発
見

に
も
つ
な
が
る
成
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
ま
た
、
建
設
コ
ス
ト
も
、
従
来
計
画
よ
り
最
大
約

40
％
削
減
で
き
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
２
０
１
７
年
11

月
に
は
、
世
界
の
素
粒
子
物
理
学
分
野
を
統
括
す
る
国

際
将
来
加
速
器
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
に
お
い
て
、
こ

の
計
画
が
正
式
に
承
認
さ
れ
、
世
界
の
素
粒
子
物
理
学

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
総
意
と
し
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
２
５
０
を
推

進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

国
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
文
部
科
学
省
が
設
置
し
た
有

識
者
会
議
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
建
設
の
課
題
等
を
継
続

的
に
審
議
し
て
き
た
が
、
今
回
の
計
画
見
直
し
に
対
し
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て
、
あ
ら
た
め
て
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一

方
、
海
外
で
は
、
日
本
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
の
正
式
表
明
を

長
く
待
た
さ
れ
て
い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
、
新
規
国

際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
の
動
き
な
ど
も
相
ま
っ

て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
決
断
の
時
間
的
猶
予
が
限
ら
れ
て
き

て
い
る
。
特
に
欧
州
で
は
、
素
粒
子
物
理
学
の
次
期
計

画
に
つ
い
て
の
検
討
が
今
夏
よ
り
な
さ
れ
る
た
め
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
が
欧
州
の
今
後
の
重
要
な
科
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
の
た
め
の
リ
ソ
ー

ス
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
こ
ま
で
の
時
間
で
Ｉ

Ｌ
Ｃ
計
画
実
現
に
対
す
る
日
本
側
の
明
確
な
見
通
し
が

示
さ
れ
る
こ
と
が
必
須
の
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
海
外
と
の
連
携
強
化
や
国

内
へ
の
理
解
増
進
な
ど
、
政
官
民
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
Ｉ
Ｌ

Ｃ
実
現
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
建
設
候
補
地
の
岩
手
・
東
北
に
お
い
て
も
、

こ
こ
を
正
念
場
と
し
て
、
関
係
者
が
一
体
と
な
り
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
実
現
に
向
け
た
よ
り
一
層
の
活
動
を
進
め
て
い

る
。東

北
に
お
け
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
活
動

２
０
１
６
年
６
月
に
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
の
下

に
、
地
域
の
産
官
学
が
連
携
し
た
「
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備

室
」（
室
長
：
鈴
木
厚
人
岩
手
県
立
大
学
長
）
が
設
置

さ
れ
、
東
北
地
域
に
お
け
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
推
進
活
動
や
Ｉ

Ｌ
Ｃ
建
設
の
様
々
な
現
地
課
題
に
つ
い
て
の
検
討
を
統

括
的
に
進
め
て
い
る
。

東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
に
は
「
広
報
」「
地
域
」「
技
術
」

「
産
業
」
の
各
部
門
が
置
か
れ
、
他
に
２
つ
の
専
門
部

会
（
地
下
施
設
お
よ
び
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
は
、
定
め
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ご

と
に
部
会
が
設
け
ら
れ
具
体
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
主
に
筆
者
が
担
当
し
て
い
る
広
報
部
門
の
代

表
的
な
活
動
や
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
、
そ
の
他
の
部
門

の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

《
広
報
部
門
の
主
な
活
動
》

広
報
部
門
で
は
、
以
下
の
３
つ
の
部
会
を
設
け
て
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

〇
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
地
域
の
準
備
状
況
の
国
外
へ
の
情

報
発
信

こ
こ
で
は
、
国
際
会
議
等
で
地
元
で
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進

活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
岩
手
・
東
北
の
認
知
度

向
上
を
目
指
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
６
年
11
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ※

Ｅ
Ｅ
Ｅ N

uclear Science 

Sym
posium

-M
edical Im

aging C
onference

で
は
、東
北
紹
介
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、そ
こ
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

加
速
器
関
連
技
術
を
持
つ
東
北
７
県
11
社
が
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
、特
色
の
あ
る
技
術
力
を
世
界
に
発
信
し
た
。

２
０
１
６
年
12
月
に
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｌ
Ｃ

Ｗ
Ｓ
２
０
１
６
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
候
補
地
地
元
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
地
元
産
官
学
・
推
進
団
体
が
一
体
と

な
り
、
国
際
組
織
委
員
会
と
も
協
力
し
て
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
会
議
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
東

北
へ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
へ
の
強
い
思
い
を
世
界
の
研
究
者

に
示
し
た
。

※
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
︵
ア
イ
・
ト
リ
プ
ル
・
イ
ー
︶　

日
本
で
は
「
米

国
電
気
電
子
学
会
」
と
訳
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
会
員

は
世
界
に
及
び
こ
の
種
の
団
体
で
は
世
界
最
大
で
あ
る
。

表：東北ＩＬC準備室
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会
場
施
設
内
の
特
設
展
示
場
で
は
、
国
内
企
業
54
社

が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
加
速
器
関
連
技
術
の
紹
介
を
行
っ

た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
企

業
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
時
間
を
設
け
る
な
ど
し
て
研
究
者
と

企
業
の
技
術
者
と
の
交
流
を
図
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
岩

手
・
東
北
の
企
業
も
出
展
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
地
元
企
業
独
自
の
高
い
技
術
力
を
世
界
へ
と
発

信
し
た
。
他
に
も
、
地
元
中
学
生
と
海
外
の
研
究
者
と

の
交
流
会
や
岩
手
の
食
・
文
化
紹
介
な
ど
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
、
単
に
研
究
者
へ
の
情
報
発
信
に
と
ど

ま
ら
ず
、
岩
手
県
内
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
係
者
の
交
流
の
場
や

広
く
一
般
の
方
に
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
理
解
い
た
だ
く
場
と
し
て

も
意
義
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
。

最
近
で
は
、
２
０
１
７
年
10
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
Ｌ
Ｃ
Ｗ
Ｓ
２
０
１
７
に
お

い
て
東
北
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
活
動
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
を

出
展
す
る
と
と
も
に
、
企
業
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
東
北
の

企
業
２
社
が
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
技
術
の
紹
介
を
行
っ
た
。
ま

た
、
高
橋
宏
明
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議
会
代
表
が
協
議

会
の
取
り
組
み
や
東
北
地
域
の
加
速
器
関
連
技
術
を
持

つ
企
業
の
集
積
度
の
高
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
、
鈴
木
厚
人
東
北

Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
長
が
準
備
室
の
活
動
を
紹
介
し
た
。
こ

れ
ら
情
報
発
信
を
通
し
て
、
あ
ら
た
め
て
、
地
元
の
Ｉ

Ｌ
Ｃ
誘
致
に
か
け
る
熱
意
や
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
の
た
め
の

高
い
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
世
界
の
研
究
者
に
示
す
こ
と

が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
、
世
界
の
研
究
者
へ
の
建
設
候
補
地
に

お
け
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
の
熱
意
と
推
進
の
た
め
の
取
り
組

み
を
伝
え
る
こ
と
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
へ
の
国
際
的
な
機

運
向
上
に
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

〇
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
意
義
、
社
会
・
地
域
・
国
内
・
国
際
貢
献

の
ま
と
め
と
広
報
活
動

東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
で
は
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器

研
究
機
構（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）や
先
端
加
速
器
科
学
協
議
会（
Ａ

Ａ
Ａ
）
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
講
演
会
の
実
施
や
市
民

向
け
イ
ベ
ン
ト
で
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
紹
介
を
継
続
的
に
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
意
義
や
波
及
効
果
な
ど
を
広

く
伝
え
る
た
め
の
広
報
冊
子
を
作
成
す
る
な
ど
、
様
々

な
方
法
、
切
り
口
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
へ
の
理
解
増
進
を

図
っ
て
い
る
。
他
に
も
、
東
北
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
室
の
活
動

成
果
を
ま
と
め
た「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
シ
リ
ー
ズ
」

も
随
時
発
行
し
て
い
る
。

〇
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
準
備
状
況

Ｉ
Ｌ
Ｃ
が
実
現
し
た
際
の
外
国
人
来
訪
者
の
生
活
環

境
整
備
は
重
要
な
地
域
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。そ
こ
で
、

広
報
部
門
の
活
動
と
し
て
、現
在
、地
域
に
在
住
し
て
い

LCWS2017@ストラスブールでの東北ILC推進協議会
高橋宏明代表のプレゼンテーション

東北ILC準備室およびAAA関係者、LCWS現地実行委員
による集合写真
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る
外
国
人
と
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
情
報
共
有
を
図
る
と

と
も
に
、国
際
化
対
応
の
現
状
課
題
を
整
理
し
、そ
の
解

決
に
向
け
た
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。そ
こ
で
は
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
生
活
支
援
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、

研
究
者
・
家
族
の
生
活
全
般
を
支
援
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
構
築
と
い
っ
た
具
体
的
な
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

《
産
業
・
技
術
・
地
域
部
門
の
概
要
》

つ
ぎ
に
、
他
の
部
門
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
概
要
を

紹
介
す
る
。

﹁
産
業
部
門
﹂
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
準
備
や
運
用
の
際

に
必
要
と
な
る
技
術
・
産
業
と
地
域
企
業
の
技
術
力
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
べ
く
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
技
術
セ
ミ
ナ
ー

や
技
術
実
習
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
地
域
企

業
の
海
外
展
開
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

﹁
技
術
部
門
﹂
で
は
、
加
速
器
や
測
定
器
に
お
け
る

製
造
、
輸
送
、
試
験
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
で
必
要
と

な
る
施
設
・
設
備
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
建

設
候
補
地
に
特
化
し
た
電
力
、
空
調
、
給
排
水
、
冷
却

水
設
備
等
の
具
体
的
な
設
計
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
他

に
も
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
運
用
に
あ
た
っ
て
の
多
様
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
の
活
用
、
加
速
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善

や
、
排
熱
利
用
な
ど
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
︲Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
お
り
、
岩
手
・
東
北
の
特

色
を
利
用
し
た
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
化
モ
デ
ル
を
提
案
し
て
い

る
。
ま
た
、「
地
下
施
設
専
門
部
会
」
と
連
携
し
、
地

下
施
設
の
土
木
・
建
設
に
必
要
な
調
査
、
設
計
準
備
も

行
っ
て
い
る
。

﹁
地
域
部
門
﹂で
は
、周
辺
環
境
の
整
備
な
ど
地
域
主

導
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、そ
こ
で
の
地
方
創
生
事
業
の
活
用
の
検
討
、さ
ら
に

は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
運
用
や
地
域
へ
の
産
業
集
積
を
踏
ま
え
た

特
区
構
想
の
検
討
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、「
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
専
門
部
会
」と
連
携
し
な
が
ら
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
が

も
た
ら
す
波
及
効
果
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
東
北
・
日

本
の
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り
や
、
民
間
が
投
資
す
る
ま
ち
づ

く
り
や
制
度
作
り
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
っ
て
い
る
。

岩
手
大
学
の
活
動

岩
手
大
学
で
は
、「
岩
手
大
学
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
会
議
」

お
よ
び
「
岩
手
大
学
理
工
学
部
ソ
フ
ト
パ
ス
理
工
学
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）・
加
速
器
科
学
研

究
グ
ル
ー
プ
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の
学
術
拠
点

と
し
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
や
東
北
放
射
光
計
画
と
い
っ
た
大
型

加
速
器
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
や
加
速
器
科
学
分
野
で

の
教
育
・
研
究
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

こ
で
は
、「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
強
化
」「
加

速
器
科
学
分
野
に
お
け
る
人
材
育
成
」「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
は

じ
め
と
す
る
加
速
器
科
学
の
理
解
増
進
・
情
報
発
信
」

な
ど
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
岩
手
大
学
と
Ｋ
Ｅ
Ｋ
と
は
、
平
成
26
年
度
に

連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
ま
た

同
年
度
か
ら
現
在
ま
で
継
続
し
て
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
の
「
大
学

等
連
携
支
援
事
業
」
の
枠
組
み
に
お
け
る
強
固
な
連
携

の
下
、
加
速
器
科
学
分
野
の
教
育
・
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
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《
学
内
外
連
携
体
制
の
構
築
》

岩
手
大
学
で
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
／
加
速
器
科
学
研
究

の
た
め
の
学
内
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
・
強
化
を
目
的

に
平
成
26
年
度
よ
り
「
加
速
器
科
学
連
続
セ
ミ
ナ
ー
」

を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
12
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。
毎
回
、
学
内
教
職
員
・
学
生
の
み
な
ら
ず
、
県

内
外
企
業
関
係
者
や
自
治
体
関
係
者
な
ど
数
多
く
の
参

加
が
あ
り
、
非
常
に
有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
設
け
て
引
き
続

き
開
催
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
海
外
の
大
学
と
の
学
術
交
流
の
機
会
を
活
用

し
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に
関
す
る
情
報
発
信
や
加
速
器
関
連
研
究

に
お
け
る
協
力
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

平
成
29
年
６
月
に
岩
手
大
学
理
工
学
部
で
開
催
さ
れ
た

タ
イ
・
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
と
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
基
調
講
演
と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の

概
要
を
紹
介
し
、
そ
の
後
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
岩
手
大
学
が
進
め
て
い
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
活
動
に
つ

い
て
も
発
表
し
た
。
キ
ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト
工
科
大
学
か

ら
の
参
加
者
は
、
宇
宙
の
始
ま
り
を
解
き
明
か
す
壮
大

な
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
を
始
め
て
知
り
大
き
な
興
味
を
持
っ
た

よ
う
で
あ
り
、
様
々
な
質
問
も
出
て
い
た
。

《
加
速
器
科
学
分
野
の
研
究
お
よ
び
人
材
育
成
》

現
在
、
岩
手
大
学
で
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
加
速
器
・
測
定
器
開

発
や
加
速
器
科
学
関
連
の
研
究
が
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
は
じ
め
国

内
外
の
研
究
機
関
と
共
同
で
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
加
速
器
関
連
で
は
、
加
速
器
の
中
心
部
分
で

あ
る
超
伝
導
加
速
空
洞
の
高
性
能
化
に
必
須
と
な
る
空

洞
表
面
処
理
技
術
の
研
究
が
理
工
学
部
化
学
コ
ー
ス
材

料
基
礎
化
学
研
究
室
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
電
子
・
陽
電
子
衝
突
点
に
設
置
さ
れ
、

そ
こ
で
の
反
応
を
精
密
に
調
べ
る
た
め
の
測
定
器
（
Ｉ

Ｌ
Ｄ
）
に
含
ま
れ
る
粒
子
飛
跡
測
定
器
の
開
発
研
究
を

筆
者
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
国
内
外
の
研
究
者
と
共
同
で

行
っ
て
い
る
。

他
に
、筆
者
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
お
よ
び
欧

州
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
で
の
Ｌ
Ｈ
Ｃ
実
験
と
並
ぶ
素
粒
子
物
理
学

に
お
け
る
大
規
模
国
際
共
同
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
大
深

度
地
下
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
実
験
」（D

eep U
nderground 

N
eutrino Experim

ent : D
U

N
E

）
に
参
加
し
て

お
り
、
そ
こ
で
用
い
る
巨
大
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
検
出
装
置

（
液
体
ア
ル
ゴ
ン
飛
跡
測
定
器
）
の
開
発
に
携
わ
っ
て

い
る
。
Ｄ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
は
、
米
国
・
シ
カ
ゴ
の
フ
ェ
ル
ミ
研

究
所
で
つ
く
ら
れ
た
素
粒
子
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
ビ
ー
ム

を
、
１
３
０
０
㎞
離
れ
た
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
の
地
下
で

検
出
す
る
実
験
で
、
２
０
２
０
年
代
前
半
に
開
始
予
定 第11回加速器科学連続セミナー

これまでに開催された「加速器科学連続セミナー」
第１回 オープニングシンポジウム H26. 4 .23

第２回 工学・生命科学分野での放射光科学の応用 H26. 5 .30

第３回 加速器科学による新産業創成 H26. 6 .23

第４回 加速器科学の医療応用 H26.10.29

第５回 ILCと表面技術 H26.11.21

第６回 東北放射光の実現に向けて H27. 6 .23

第７回 ILCの最近の状況と地域資源の活用 H27. 7 .22

第８回 中性子科学と小型加速器 H28. 1 .21

第９回 ビームラインを作る H28. 7 .22

第10回 加速器の多分野応用 H29. 2 . 9

第11回 先端加速器技術の諸課題と解説 H29. 7 .19

第12回 超伝導・加速器技術の先端医療への貢献 H29.11.11
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  シリーズ ＩＬＣへの期待と課題

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
性
質
、
物

質
・
反
物
質
非
平
衡
の
謎
を
解
明
し
、
宇
宙
の
成
り
立

ち
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
岩
手
大
学
で
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
や
素
粒
子
物

理
学
の
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
こ
に
は
何
人
も
の
学
生
が
活
躍
し
て
お
り
、
研

究
開
発
を
通
し
た
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
・
素
粒
子
物
理
学
分
野

の
人
材
育
成
も
着
実
に
図
ら
れ
て
い
る
。

岩
手
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
に
全
学
的
な
改
組
が

行
わ
れ
、
従
来
の
工
学
部
が
理
工
学
部
と
な
り
、
新
た

け
ら
れ
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
研
究
者
養
成
に
大
学
と

し
て
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
、岩
手
大

学
で
教
育
・
研
究
経
験
を
積
ん
だ
人
材
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
な

ど
素
粒
子
物
理
学
分
野
や
加
速
器
関
連
分
野
で
活
躍
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

《
加
速
器
科
学
の
理
解
増
進
・
情
報
発
信
》

岩
手
大
学
で
は
、
地
域
の
産
官
自
治
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
や
加
速
器
関
連
研
究
に
つ
い
て
、

意
義
や
内
容
に
対
す
る
理
解
促
進
を
目
的
と
し
た
一

般
・
小
中
高
生
向
け
の
講
演
会
や
出
前
講
義
を
継
続
的

に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
事
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｌ
Ｃ
調
査
研
究
の
指
導

（
盛
岡
第
一
高
等
学
校
）、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
に
お
け
る
粒
子
測
定
実
習
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
関
連
技
術
の
紹
介
（
パ
ネ
ル

展
示
や
粒
子
測
定
器
展
示
）
な
ど
、
大
学
な
ら
で
は
と

い
え
る
若
い
人
材
と
の
交
流
機
会
を
通
し
た
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
。

宇
宙
の
謎
を
解
明
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
波
及
効

果
も
含
め
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
生
か
す

た
め
に
は
、
多
く
の
意
欲
の
あ
る
若
者
の
参
加
が
必
要

で
あ
る
。将
来
を
担
う
若
い
人
材
の
好
奇
心
を
刺
激
し
、

未
知
の
も
の
に
対
す
る
興
味
を
喚
起
す
る
の
が
我
々
大

学
に
い
る
も
の
の
責
務
だ
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、現
在
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
判
断

の
ま
さ
に
重
要
な
局
面
に
来
て
い
る
中
、こ
れ
ま
で
よ
り

さ
ら
に
意
識
を
高
く
持
ち
、Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
の
た
め
に
で
き

う
る
限
り
の
こ
と
を
す
る
必
要
が
あ
る
。同
時
に
、誘
致

が
正
式
に
決
定
し
た
後
は
、建
設
に
向
け
た
現
地
の
環
境

整
備
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
一
気
に
動
き
出
す
こ
と
に

な
る
た
め
、そ
の
準
備
も
怠
る
こ
と
が
で
き
な
い
。引
き

続
き
多
く
の
方
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

に
基
礎
物
理
の
教
育
研
究
を

行
う
学
科
（
物
理
・
材
料
理

工
学
科
）
が
設
置
さ
れ
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
や
素
粒
子
物
理
学
に
興

味
を
持
っ
た
学
生
が
入
学
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

改
組
で
は
、
理
工
系
の
学
修

に
高
い
志
を
持
ち
、
将
来
研

究
者
を
目
指
す
学
生
を
選
抜

し
、特
別
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
提
供
す
る「
先
端
理
工
学

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（http://

w
w

w
.se.iw

ate-u.ac.jp/

sentanrikou

）も
新
た
に
設

タイ・キングモンクット工科大学とのジョイントシンポジウム
（上・下）
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